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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２０年　11月　５日　(水)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　本川　沙織　　記録者　沢上　涼子　　

	小向
	佐々木
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	〇
	公休
	深夜
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	沢上
	福士
	板橋
	高橋
	庭田
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	山地
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	〇
	〇
	公休
	深夜
	〇
	準夜
	　公休　
	公休
	特
	〇
	公休

	石岡
	廣瀬
	吉田
	諏訪
	盛田
	玉木
	前田
	天間
	田中
	松山
	油津
	

	A留守
	〇
	〇
	〇
	〇
	欠勤
	公休
	学校
	公休
	業務
	公休
	

	相馬
	和田
	似鳥

	深夜
	深夜
	公休


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

· 9月と10月のトイレットペーパーの使用量が金額にして1000円以上違います。スタッフ間で節約を心掛けましょう。

· 11/7に防災訓練があります。各自必ず避難訓練のマニュアルを確認してください。

· 本日東病棟より１名転入予定でしたが、明日（11/6）に変更となりました。

· 本日鳥谷部國光様、退院予定でしたが御家族の都合により11/7へ変更となりました。

· インフルエンザについて

1 処方箋の準備

処方箋の印字を医事へ依頼中です。作成後、各病棟のボックスへ入れておきます。患者様の氏名・生年月日は各病棟で記入して下さい。

2 処方箋のサイン

南・東Ｇ→田名部Ｄｒへ、西・北Ｇ→安ヶ平Ｄｒへ依頼して下さい。

3 カルテ記載

カルテへの記載は医師・コメデェカルの記録用紙（青箋）へインフルエンザワクチン0.5ml処方と記載してもらう。

4 当日の流れ

発熱者がいた場合は9時までに4Ｆのユーティリティにいる感染対策委員へ電話して下さい。

· コピー使用についてですが、再度院長より指摘がありました。

1 コピーの際に用紙への未記入が目立ちます。未記入を０へ

2 本当にコピーが必要か

以上の事を考え、使用して下さい。今後、使用方法をきちんと守れないスタッフへは何らかの対応を検討しています。

· 10/31までに来年度の旅行の意向調査へ記入するはずでしたが、まだ記入していないスタッフがいます。必ず、記入して下さい。期日は守るようにしましょう。

＜患者様連絡事項＞

・上村　昭悟郎様～血糖値の上昇が見られます。現在、朝・昼の主食を菓子パンにしていおり、なおかつエンシュアリキッド、アイソジェンも摂取されています。現在は、アルブミン等の値も低いためエンシュアリキッドをとめるのではなく、朝・昼の主食を菓子パンから食パンやロールパンなどへ変更してみます。本人の摂取状況をきちんと確認して下さい。

＜皮膚科診察報告＞

・内城　由蔵様～本日の診察で症状改善見られない為、ｵｲﾗｯｸｽ→オイラックスＨへ変更と　

なります。皮膚状態の観察・掻痒感の増強の有無を観察していきましょう。

・鳥谷部　国光様～11/7に退院予定とのことで、皮膚科診察終了としています。

＜退院患者様について＞

・佐々木　利男様～11/4　4時頃より意識レベルの低下あり、CT検査施行.急性硬膜外血腫疑いにて八戸市立市民病院へ転院となっています。10/31にベッドから転落されていましたが、その後バイタル異常なく経過していました。高齢の患者様は、頭部をぶつけていても外見には症状が出にくいケースが多いです。転倒・転落の事故があった場合は、脳内出血も視野に入れて経過を観察して下さい。また、Ｄｒへ早急に報告し、ＣＴなどの検査の指示を貰うようにしましょう。

＜田名部Ｄｒケースカンファレンス＞

・荒屋敷　チエ様～11/13退院予定となっています。退院時処方はどうされますか？

田名部Dr→来週退院時処方をだします。

・山内　公博様～血圧高値・最近朝ふらつきがあるとの訴えあります。特定のスタッフに

　　　　　　　　訴えています。検査（CTやレントゲン）もしたいと希望あります。

田名部Dr→血圧高値からくるものと思いますので、降圧剤を追加していきます。

　　　　　　　　薬で様子みますので、今のところ検査はしない方向とします。

＜ＯＴ報告＞

・佐々木栄子様～プログラムには参加し見学していますが、表情冴えずうつむいていること多くみられます。声掛けにはやや表情和らぐことあります。無理なく参加を促し、見守り介入していきましょう。

・助川　幸雄様～11/1南２Fに転入となっています。疎通は取れており、簡単な指示理解出来る様子です。年齢は「40何歳だ」生年月日は「昭和9年、何月か忘れた」と話しており、記憶の曖昧さある様子。プログラム中は不機嫌さなく、場に適応して参加できています。パーキンソン症候群との情報ありますが、手指の振戦は目立ちませんが、歩行など注意して観察していきます。

・内城　由蔵様～以前のように口数多くなることなく、静かにプログラム参加できています。質問などにはきちんと答えることできています。周囲の参加者からも不満など聞かれず、集中して参加できている様子です。認知機能維持のため、Cグループへの参加を促していきましょう。

・五十嵐タイ様～最近、下肢の痛みを訴えてくることありますが、体操など行えています。無理せず行うように話しています。

＜主治医（千葉良Dr.）から＞

· 晴山長司様について、スタッフによって良い反応を示したり、示さなかったりする様子です。清川Nrs.に対しては、反応良く会話しているため、継続して関わりを持って下さい。また、本人の持っているギターや昔聴いていた音楽なども流すなどして下さい。

· 高森清八様につてい、歯磨きは自力で行えるのに、スタッフが介入してスタッフ側で歯磨きをしていることがあり、スタッフ間での対応が違っています。能力を維持していただくためにも出来ることは自分で行って頂いて下さい。







